
中3 社会 公民 問題（経済・国際社会） 穴うめ（20問）　版Dの答え

※ 漢字でもひらがなでも正解です。答えの下の（　）内の言い方でも正解です。

（　　　）に入る言葉を、右の欄に書きましょう。

(1) 商品が生産者から消費者に届くまでの流れを（　　　）という 流通

(2) 需要と供給の量が一致したときの価格を（　　　）という 均衡価格

(3) 訪問販売で一定期間内なら契約を解除できる制度が（　　　）だ クーリング・オフ
（クーリングオフ でも正解）

(4) 消費者が自分の判断で商品を選ぶという考え方を（　　　）という 消費者主権

(5) 株式を発行して資金を集めてつくる会社を（　　　）という 株式会社

(6) 国や地方公共団体が経営する企業を（　　　）という 公企業

(7) 仕事と家庭や地域での生活のつり合いを（　　　）という ワーク・ライフ・バランス
（ワークライフバランス でも正解）

(8) 労働条件の最低の基準を定めた法律が（　　　）である 労働基準法

(9) 環境を守り地域に貢献する企業の責任を（　　　）という 企業の社会的責任
（CSR でも正解）

(10) 政府のお金を預かることから中央銀行は（　　　）とよばれる 政府の銀行

(11) 所得が多い人ほど税率が高くなるしくみを（　　　）という 累進課税
（累進課税制度 でも正解）

(12) 商品がよく売れて景気がよい状態を（　　　）という 好況
（好景気 でも正解）

(13) 援助が必要な人に施設やサービスを提供するのが（　　　）だ 社会福祉

(14) 異なる通貨を交換するときの比率を（　　　）という 為替相場
（為替レート・外国為替相場 でも正解）

(15) 2030年までに達成をめざす17の目標を（　　　）という SDGs
（持続可能な開発目標 でも正解）

(16) 国連が紛争地域で停戦を監視する活動を（　　　）という PKO
（国連平和維持活動・平和維持活動 でも正解）

(17) 子どもの命と健康を守る国連の機関が（　　　）だ ユニセフ
（UNICEF・国連児童基金 でも正解）

(18) 常任理事国が1か国でも反対すれば決められない権限が（　　　）だ 拒否権

(19) 紛争や迫害のために他の国にのがれた人々を（　　　）という 難民

(20) 1997年に先進国に温室効果ガス削減を義務づけたのが（　　　） 京都議定書
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